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５月

５月の社協だより

　今月号の表紙は「福祉サービス苦情解決第三

者委員」の皆さんです。当協議会では３名委嘱し

ています。

　他にも当協議会が行った事業で「社会福祉士連絡

会」や「高齢者相談・地域福祉委員例会」を掲載し

ています。

　また社協情報には、５月の相談日やお知ら

せ等をご紹介しています。

もくじ
苦情解決第三者委員／総務課

社会福祉士連絡会／コミュニティソーシャルワーカー

令和５年度事業計画・予算／総務課

高齢者相談・地域福祉委員／地域福祉課

地域サロン／地域福祉課

地域での活動紹介／地域福祉課

高年齢者の生きがいづくり／シルバー人材センター

５月は赤十字運動月間です／総務課

社協情報／ひきこもり相談窓口、もの忘れ相談室　など

地域サロン／土山、寺迫、飯田、下小谷

地域を支えるふくしの輪／男のたまり場　～無添加スープ作り～
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社会福祉法人
益城町社会福祉協議会
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私たち第三者委員は、皆様からのご
意見を客観的に判断し、福祉の増進
を進めています。
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社協たより
安心して暮らせる福祉のまちづくり
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研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

苦 情 解 決 第 三 者 委 員
総務課

第
５
回
社
会
福
祉
士
連
絡
会
開
催

社 会 福 祉 士 連 絡 会
コミュニティソーシャルワーカー 

　
３
月
９
日
（
木
）
に
熊
本
県
運
営
適

正
化
委
員
会
が
主
催
す
る
「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
研
修
会
」

に
当
協
議
会
第
三
者
委
員
３
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
動
画
配
信
で
の
研
修
で

し
た
の
で
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

で
視
聴
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
森
枝
弁
護
士

か
ら
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
の
11
月
か
ら
新
し
い
任

期
で
第
三
者
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
お

り
、
事
務
局
も
交
え
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。「
今
ま
で
福
祉
に
携
わ
っ

て
き
た
訳
で
は
な
い
が
、
違
う
目
線
か

ら
の
意
見
も
大
事
」「
何
で
も
話
し
合

え
る
環
境
が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解

決
第
三
者
委
員
は
、
昨
年
の
11
月
か
ら

新
任
期
で
３
名
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

・
西
島　

隆
子　

さ
ん

・
坂
田　

俊
明　

さ
ん

・
德
尾　

真
龍　

さ
ん

　
３
月
23
日
（
木
）
町
内
の
事
業
所
に

所
属
す
る
社
会
福
祉
士
を
対
象
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
連
絡
会
は
、
社

会
福
祉
士
の
分
野
を
越
え
た
連
携
や
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
当
日
は
高
齢
者
施
設
、
児
童
福

祉
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、
医
療
機
関
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
行
政
か
ら

22
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
社
会
福
祉
士
の
紫
藤
千
子

さ
ん
か
ら
「
成
年
後
見
制
度
を
理
解
す

る
～
制
度
利
用
を
進
め
る
た
め
に
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
成
年
後
見
制
度
の
概

要
や
後
見
人
の
実
務
に
関
す
る
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前

質
問
も
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
は
「
成
年
後
見
制
度
は
理

解
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
分
か

り
や
す
い
説
明
で
勉
強
に
な
っ
た
」
と

い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
連
絡
会
で
は
、
成
年
後
見
制

度
が
個
人
の
権
利
を
守
る
制
度
で
あ
る

こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
判
断
能

力
に
応
じ
た
制
度
説
明
や
選
択
が
可
能

と
な
る
よ
う
な
支
援
が
専
門
職
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

真剣に話を聞かれている皆さん

講師の紫藤社会福祉士事務所　紫藤千子さん

動画視聴後、意見交換を行いました

第
三
者
委
員
と
は

　
平
成
12
年
の
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
福
祉
事
業
者
の
苦
情
処
理
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
苦
情
解

決
の
社
会
性
や
客
観
性
を
確
保
し
、
利
用

者
の
立
場
や
特
性
に
配
慮
し
た
適
切
な
対

応
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
「
第
三
者
委
員
」
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
三
者
委
員
は
、
中
立
・
公
平
な
立
場

か
ら
利
用
者
、
事
業
者
双
方
の
意
見
を
聞

き
、
課
題
解
決
へ
導
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
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令和５年度事業計画・予算

　平成２８年熊本地震から７年を迎える中、公共工事が
進み、住民の自宅再建先や災害公営住宅等での落ち着い
た生活が戻りつつあり、仮設住宅も令和４年度末で閉鎖
となりました。
　第４期益城町地域福祉計画・地域福祉活動計画の初年
度である本年度は、基本目標を軸に生活支援コーディネー
ター（ＳＣ）、コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）、
地域サロンコーディネーター（ＡＳＣ）が、町行政や関
係機関、団体との連携を強化するとともに被災者支援や

再建後の生活支援等で表面化した多様・複雑化した課題
にも寄り添いながら、支え合える地域共生社会の実現に
向けて進めてまいります。
　最後に、社会福祉協議会の体制整備・強化についても、
本年度から事務局が一つになることで、社会福祉協議会
の使命の一つでもある誰もが集えるプラットホームの実
現に向け、事務所の環境整備、職員体制の充実を図りな
がら、町と密接な関係を図りつつ、地域福祉の推進に努
めてまいります。

事業計画

　地域福祉計画とは、町が地域福祉を推進するための
理念や仕組みをつくる計画で、地域福祉活動計画は、
社会福祉協議会が中心となって地域住民の立場から地
域福祉を推進する民間の行動計画です。
　益城町では、基本理念を「未来に向かって　地域で
支え合う　福祉のまち益城」をとし、３つの基本目標
を掲げました。
　一つ目は、「支え合いとつながりを大切にした地域づ
くり」として本年度から本事業に移行する重層的支援

体制整備事業を中心として誰もが安心して暮らすこと
のできる体制づくりを目指してまいります。
　二つ目は、「安心していきいきと暮らし、活躍できる
地域づくり」として、地域でのつながり・支え合いの
輪を広げていくため、コミュニティ活性化の推進を図っ
てまいります。
　三つ目は、「困りごとを見過ごさない地域づくり」と
して、関係団体が協力して地域のために活動できる連
携体制の構築・強化を目指してまいります。

地域福祉計画・地域福祉活動計画とは

予算

　令和５年度も引き続きよろしくお願いいたします。

収入の部 支出の部
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高齢者相談・地域福祉委員
地域福祉課

菊
陽
町
へ
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た

地 域 サ ロ ン
地域福祉課 

　
３
月
20
日
（
月
）
に
益
城
町
地
域
サ

ロ
ン
応
援
隊
受
講
修
了
者
と
菊
陽
町
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
代
表
者
と
の
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　
菊
陽
町
の
サ
ロ
ン
活
動
の
現
状
に
つ

い
て
話
を
聞
い
て
、
実
際
に
サ
ロ
ン
で

行
っ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
サ

ロ
ン
以
外
に
毎
日
ラ
ジ
オ
体
操
や
子
ど

も
と
の
交
流
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
昭
和
会

と
い
う
３
か
月
に
１
回
の
飲
み
会
な

ど
、
地
域
と
交
わ
り
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
サ
ロ
ン
応
援
隊
の
参
加
者
か
ら
も

「
ど
の
よ
う
に
参
加
者
を
集
め
て
い
ま

す
か
」「
協
力
者
を
ど
う
や
っ
て
増
や
し

て
い
ま
す
か
」
な
ど
の
意
見
や
参
加
費

を
集
め
て
い
る
と
い
う
サ
ロ
ン
に
対
し

て
「
１
人
い
く
ら
ぐ
ら
い
集
め
て
い
ま

す
か
」
な
ど

の
質
問
を
さ

れ
、
お
互
い

の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し

た
。

菊陽町ふれあいサロンで実施しているレクの紹介

地域サロン応援隊の皆さん

真剣に話を聞かれています

ＣＳＷ事業は、社協で行っている事業です

活発な意見交換がなされました

Ｃ
Ｓ
Ｗ
事
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

　
令
和
４
年
度
第
４
回
高
齢
者
相
談
・

地
域
福
祉
委
員
例
会
を
３
月
23
日
（
木
）

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
事
業
」
に
つ

い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
、

地
域
の
相
談
専
門
員
の
こ
と
で
す
。
地

域
で
の
課
題
や
相
談
に
対
応
す
る
事
業

で
、
高
齢
や
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
の

活
動
の
中
で
、
困
難
な
相
談
ご
と
や
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い

時
は
Ｃ
Ｓ
Ｗ
へ
相
談
し
、
関
係
機
関
へ

つ
な
ぐ
と
い
う
話
が
あ
り
、
み
な
さ
ん

真
剣
に
聞
き
入
り
、「
勉
強
に
な
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
段
の
活
動
の
中
で
、
高
齢

者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
と
し
て
ど
こ

ま
で
活
動
す
れ
ば
よ
い
か
と
の
質
問
が

あ
り
、「
自
分
が
で
き
る
範
囲
で
活
動

し
て
い
る
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
も

必
要
だ
と
思
う
」「
対
象
者
と
の
関
係

を
築
き
、
仲
良
く
な
る
こ
と
が
大
切
」

な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
令
和
５

年
度
か
ら
は
ま
す
ま
す
活
発
な
活
躍
が

期
待
さ
せ
ら
れ
る
１
日
で
し
た
。



会員紹介
～タスキ～

５

地
域
で
の
活
動
紹
介

地
域
福
祉
課

　
今
回
は
、「
益
城
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
３
７
１
５
」
の
団
体
紹
介

で
す
。

　
こ
の
団
体
は
、
全
国
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
益
城
町
で
立

ち
上
げ
ら
れ
た
の
は
熊
本
地
震
後

か
ら
。
外
出
す
る
機
会
と
無
理
な

く
歩
い
て
転
倒
予
防
に
つ
な
が
れ

ば
と
い
う
思
い
で
活
動
さ
れ
て
い

益城ノルディッククラブ３７１５の皆さんです

会
員
登
録
の
き
っ
か
け

　
定
年
退
職
後
、
し
ば
ら
く
は
何
も
活

動
は
せ
ず
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、

少
し
で
も
地
域
の
人
た
ち
と
接
す
る
機

会
を
得
た
い
と
思
い
登
録
し
ま
し
た
。

活
動
を
と
お
し
て
思
う
こ
と

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主

に
農
業
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
現
場

で
は
若
い
方
か
ら
自
分
よ
り
高
齢
の
方

ま
で
年
齢
層
も
幅
広
く
接
す
る
機
会
が

増
え
、
毎
日
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
、

以
前
に
比
べ
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
で
き

ま
し
た
。

趣
味

　
昔
は
バ
イ
ク
に
ま
た
が
り
、
長
崎
の

五
島
列
島
や
四
国
方
面
な
ど
、
よ
く

ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
毎
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
趣

味
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

　
当
面
の
目
標
は
、
セ
ン
タ
ー
で
の
活

動
を
続
け
、
今
の

健
康
状
態
を
維
持

し
、
ま
た
昔
の
よ

う
に
バ
イ
ク
ツ
ー

リ
ン
グ
に
出
か
け

る
こ
と
で
す
。

2023/5社協だより

高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

益城ノルディック
クラブ３

み

７
なで

１
い

５
こー

ま
す
。「
通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
下
半

身
を
主
に
使
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
２

本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
首
か
ら
腕
と
全

身
を
動
か
す
の
で
、
首
こ
り
・
肩
こ
り

の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
さ

れ
る
の
は
、
こ
の
会
の
ま
と
め
役
の
一

人
で
も
あ
る
豊
田
さ
ん
。「
こ
の
２
本
の

ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
く
こ
と
で
、
膝
な

ど
に
痛
み
や
動
き
が
鈍
い
部
分
が
あ
っ

て
も
体
重
を
分
散
で
き
、
無
理
な
く
歩

行
が
可
能
に
な
る
ん
で
す
」
と
の
こ
と
。

他
の
参
加
者
も
「
始
め
て
６
年
。
膝
関

節
炎
が
あ
っ
た
け
ど
、
ず
い
ぶ
ん
痛
み

が
和
ら
い
で
い
ま
す
。
常
に
姿
勢
は
気

No.35

氏
名　

村
崎
直
樹
さ
ん

所
属　

一
般
作
業
１
班

体力がいる作業です

を
つ
け
て
い
ま
す
」「
み
ん
な
と
一
緒
に

話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
自
然
と

良
い
汗
も
で
て
、
来
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
」
と
い
き
い
き
し
た
声
と
表
情

で
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。実際にトラックを歩きます

ビニールハウスのビニールを外す作業
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５月は赤十字運動月間です

項目 金額

１ 小地域活動配分金（68 行政区） 325,330 円

２ 団体助成（地域奉仕団） 100,000 円

３ 災害救護（車両関係） 41,270 円

４ 事務費 59,006 円

５ 次年度繰越金 765,338 円

合計 1,290,944 円

項目 金額

１ 前年度繰越金 620,284 円

２ 事務費交付金 341,130 円

３ 事業費交付金 329,530 円

合計 1,290,944 円

令和４年度益城町分区実績

収入の部

支出の部

　日本赤十字社の前身である博愛社が設立された５月に
毎年活動資金（会費）の募集を行っています。これは、
災害時の活動や講習会、看護師養成といった日本赤十字
社が行っている様々な活動に活用される貴重な財源と
なっています。昨年度は、総額で 3,411,303 円のご協力を

いただきました。
　今年度も各地域の区長さんを通じて皆様にご協力のお
願いをしています。趣旨をご理解のうえよろしくお願い
いたします。

赤十字とは

　赤十字は、アンリー・デュナン（スイス人：第
一回ノーベル平和賞受賞者）が提唱した「人の命
を尊重し、苦しみの中にいる者は、敵見方の区別
なく救う」ことを目的とし、世界１９２の国と地
域に広がる赤十字・赤新月社のネットワークを活
かして活動する組織です。
　日本赤十字社はそのうちの一社であり、西南戦
争における負傷者救護で初めての活動を行って以
来、国内外における災害救護をはじめとし、苦し
む人を救うために幅広い分野で活動しています。

赤十字運動について

　日本赤十字社の前身である博愛社が設立された
５月を赤十字運動月間として、皆様から活動資金

（会費）の募集を行っています。
　皆様からいただいた活動資金（会費）は、災害
救護活動をはじめ、苦しむ人々を救う様々な活動
に大切に使わせていただいています。赤十字運動
に協力するということは、日本赤十字社を財政的
に支えるとともに、奉仕活動の一翼を担う立場に
立ち、人道的事業に参画し、国内はもとより国際
的な人類の助け合い運動の仲間入りをするという
意義があります。
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ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ地域の人たち
が楽しく集まる空間づくりが盛んに行われています。また
介護予防の取り組みや閉じこもりの防止、見守り、仲間づ
くり、社会参加を目的とした活動などを行っています。

８
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　誰もが安心して暮らせるまちづくりを支えて
いる活動を紹介します。

場所：土山公民館　日時：毎月第２木曜日 １０時

男のたまり場　～無添加スープ作り～

～つながる地域・住みよいまち～

土山サロン 寺迫古城会

飯田山会 下小谷髙遊サロン

場所：飯田公民館　日時：毎月１３日 １０時

No.302

2023/5社協だより

左から赤星さん、帯田さん、井上さん、森田さん

地域サ ン

◀

場所：下小谷公民館　日時：毎月第３月曜日 １３時３０分

　３月１５日（水）お出かけ支援ボランティアの男性４人で
「男のたまり場」を開催しました。「男性が集える場、男性が
地域に溶け込むきっかけ」といった声から始まりました。
　第１回目は、町おこし協力隊の井下さんを講師に無添加
スープ作りを行い、試食会では、お互いのスープの出来栄え
に笑顔があふれました。また、地域課題についての向き合い
方など意見交換を行いました。男のたまり場を通じて、地域
活動の輪を広げていきます。

２０２３年

5月

場所：寺迫公民館　日時：毎月第１木曜日 １０時

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪


